
森林技術
総合研修所

材
の
育
成
機
関
と
し
て
、
森
林
・
林
業
の
再

生
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取
組
の

推
進
や
森
林
整
備
の
推
進
、
森
林
保
全
の
確

保
及
び
山
村
の
活
性
化
の
推
進
、
林
業
機
械

化
の
推
進
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
等
の
習

得
が
で
き
る
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
度
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
研
修
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
平
成
27
年

度
は
、
86
コ
ー
ス
の
研
修（
本
所
：
61
コ
ー

ス
、
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
：
25
コ
ー
ス
）

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

森
林
総
合
監
理
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
施
業
の
集
約
化
、

路
網
の
整
備
、
必
要
な
人
材
の
育
成
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
町
村
や
地
域
の
林
業
関
係

者
に
技
術
的
支
援
を
行
う
人
材
と
し
て
、
森

林
総
合
監
理
士
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
研
修
所
で
は
森
林
総
合
監
理
士
の
資

質
向
上
を
図
る
た
め
、
目
標
林
型
の
設
定
や

林
型
に
応
じ
た
施
業
方
法
、
木
材
の
安
定
供

給
、
作
業
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す
る
5
コ
ー

ス
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
写
真
①
）

■ 

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
促
進

　
に
向
け
た
研
修

　
平
成
22
年
に
施
行
さ
れ
た「
公
共
建
築
物
等

に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」で
は
、
低
層
の
公
共
建
築
物
は
原
則
木
造

化
、
公
共
建
築
物
全
般
の
内
装
等
の
木
質
化

等
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
木
材

や
木
質
材
料
の
特
性
等
に
精
通
し
、
中
大
規

これからの森林・林業・木材産業を
担う人材の育成に向けて

27
年
度
86
コ
ー
ス
研
修
を
実
施

　
当
研
修
所
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
人

②水平せん断試験の見学

①複層林・長期育成循環施業に関する現地講義

全
て
の
森
林
技
術
に
対
応
で
き
る
環
境

　
森
林
技
術
総
合
研
修
所
は
、
昭
和
27
年
に

国
有
林
野
事
業
職
員
を
対
象
と
し
て
設
置
さ

れ
た「
林
業
講
習
所
」の
流
れ
を
汲
む
、
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
我
が
国
唯

一
の
国
の
研
修
機
関
で
す
。

　

現
在
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、

林
業
関
係
者
等
を
対
象
に
、
森
林
・
林
業
に

関
す
る
様
々
な
知
識
と
最
新
の
技
術
の
習
得

を
目
的
と
し
た
総
合
的
な
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
当
施
設
は
、
東
京
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
良
く
、
ま
た
、
仏
ミ
シ
ュ
ラ
ン
社
の
旅
行

ガ
イ
ド
に
三
つ
星
の
観
光
地
と
し
て
選
ば
れ

た
高
尾
山
の
麓（
東
京
都
八
王
子
市
内
）に
位

置
し
て
お
り
、
座
学
用
の
教
室
や
図
書
室
な

ど
の
ほ
か
、
最
大
1
1
2
名
の
宿
泊
機
能
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
近
辺
に
は
、
暖
温
帯
林
、
冷
温
帯
林
、
保

護
林
、
複
層
林
、
高
密
路
網
設
定
森
林
等
が

位
置
し
、
研
修
に
必
要
な
森
林
の
大
部
分
が

半
径
5
㎞
内
に
あ
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
群
馬
県
沼
田
市
に
林
業
機
械
化
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
周
辺
の
国
有
林
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
林
業
機
械
化
の
推
進
に
向
け

た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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模
の
木
造
建
築
物
の
設
計
が
で
き
る
人
材
の

不
足
を
解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
中
大
規
模
木
造
建
築
物
の
設

計
に
当
た
っ
て
の
制
度
、
木
材
や
木
質
建
材

の
特
性
等
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得

し
、
こ
の
よ
う
な
建
築
物
の
構
造
設
計
や
意

匠
設
計
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
写
真
②
）

■ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

　
関
す
る
研
修

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
再
生
産
可
能

な
間
伐
材
等
の
未
利
用
木
質
資
源
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、
木
質
燃
料
製
造
施
設
、
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
等
の
整
備
を
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
研
修
所
で
は
平
成
26
年
度

か
ら
、
国
や
地
方
自
治
体
の
職
員
、
森
林
総

合
監
理
士
等
を
対
象
に
、
先
進
的
取
組
事
例

等
の
講
義
や
現
地
見
学
を
行
う
研
修
を
実
施

し
、
地
域
に
適
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
指
導
で
き
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
。（
写
真
③
）

■ 

林
業
機
械
化
に
向
け
た
研
修

　
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
木
材
生
産
の
実
現

に
向
け
、
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

性
能
林
業
機
械
に
よ
る
安
全
で
効
率
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
普
及
指
導
が
で
き
る

人
材
や
、
丈
夫
で
簡
易
な
森
林
作
業
道
の
作

設
に
つ
い
て
現
場
で
作
設
指
導
が
で
き
る
人

材
の
育
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
の
森
林

管
理
局
に
出
向
い
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
仕
組

み
と
機
能
、
伐
木
造
材
方
法
の
基
礎
等
を
習

得
す
る
出

張
研
修
も

実
施
し
て

お
り
、
国

有
林
野
事

業
に
携
わ

る
職
員
の

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図

っ
て
い
ま

す
。（
写

真
④
）

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
修
を
目
指
し
て

　
前
身
で
あ
る
林
業
講
習
所（
昭
和
27
年
〜
）

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
63
年
、
沼
田
機
械
化
セ

ン
タ
ー
（
昭
和
32
年
〜
）と
統
合
し
、
現
在

の
森
林
技
術
総
合
研
修
所
が
発
足
し
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
20
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
研
修
実
績
を
踏
ま
え
て
研
修
内
容
を
一

層
充
実
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
森
林
資
源
が
本
格
的
に
利
用
可

能
な
段
階
に
入
り
、
森
林
の
整
備
・
保
全
と

林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
た
様
々

な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る
中
、
今
後
も
時

代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
研
修
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
関
係
者
の
方
々
に
は
各
研
修

へ
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
森
林
・
林

業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■ 

最
新
の
優
良
事
例
に
関
す
る
研
修

　
そ
の
時
々
の
林
政
の
課
題
や
社
会
・
経
済

情
勢
に
応
じ
て
、
優
良
事
例
等
の
見
学
も
場

所
や
相
手
を
変
更
し
な
が
ら
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
26
年
度
は
、
群
馬
県
内
の

地
域
材
を
活
用
し
た
先
進
的
な
木
材
の
流

通
・
加
工
の
取
組
の
見
学
を
実
施
し
ま
し

た
。
一
方
、
平
成
13
年
度
に
行
っ
た
研
修
で

は
、
静
岡
県
内
の
複
層
林
施
業
の
優
良
事
例

の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
所
で
は
、
東
西
南
北
の
高
速
道
路
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
て
、
全
国
か

ら
参
加
す
る
研
修
生
に
と
っ
て
最
新
か
つ
最

適
な
見
学
が
で
き
る
よ
う
選
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
■ 

海
外
の
森
林
再
生
に
向
け
た
人
材
育
成

　

J
I
C
A（
国
際
協
力
機
構
）と
連
携
し
、

世
界
各
地
か
ら
応
募
し
て
き
た
研
修
員
に
対

し
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
、
森
林
資
源
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
の
8
カ
国
か
ら
11
名
が
参
加
し
、
約
2
ヶ

月
に
わ
た
り
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
各
国
の
研
修
員
は
、
文
化
や
食
事
等
の
違

い
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、「
日
本
の
先
進

技
術
を
学
び
、
持
続
的
森
林
林
経
営
の
知
識

を
増
や
し
た
い
」、「
自
国
で
の
持
続
的
森
林

経
営
を
将
来
進
め
る
た
め
に
、
自
分
の
能
力

を
高
め
た
い
」な
ど
強
い
意
欲
で
研
修
に
臨
ん

⑤林木育種センターにおける接ぎ木実習

③木質バイオマスのガス化発電プラントの見学

で
い
ま
し
た
。（
写
真
⑤
）

④森林作業道の作設指導
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